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2１．はじめに

◼ このたび、「容量市場追加オークション募集要綱（対象実需給年度:2025年度）」と「容量確保契
約約款」の案について、意見募集を実施した。

➢ 意見募集期間：2023年12月6日から2023年12月22日

◼ 本日は、意見募集の結果と意見を踏まえた対応についてご報告する。



3（参考）今回の意見募集対象文書（1/2）

◼ 今回は、「容量市場追加オークション募集要綱（対象実需給年度：2025年度）」と「容量確保契
約約款」が意見募集の対象となる。

関連文書等 概要 公表状況

※1：初回策定や大きな変更時は意見募集を行います ※2：対象実需給年度毎に公表します ※3：対象実需給年度に依らず共通です

公表済

容量市場
募集要綱
※1※2

容量市場
業務マニュアル

※1※2

2024～27年度向け：公表済• メインオークションへ参加希望する電気供給事業者に対して求める条件や参加方法等を規定

容量
市場
関連
文書

• メインオークションおよび追加オークションにおける容量提供事業者に求められる要件、容量確
保契約金額その他の契約条件を規定容量確保

契約書
※1※3

容量確保契約約款

• 算定諸元（容量停止計画、発電計画・発電上限等）の登録・アセスメント結果の確認等に
ついて記載

• 余力活用契約・給電申合書等の締結、電源等情報の追加登録等について記載

• 電源等差替の手順、提出書類等について記載

• 容量停止計画の提出・作業調整手順等について記載

• 電源等リストの登録・実効性テストの手順、提出書類等について記載

• 参加登録申請の手順、提出書類等について記載
• メインオークションの応札情報の登録から、容量確保契約書の締結までについて記載

実需給前に実施すべき業務（全般）編

電源等差替編

容量停止計画の調整業務編

実効性テスト編

メインオークションの参加登録・
応札・容量確保契約書の締結編

2024～26年度向け：公表済
2027年度向け：公表済（参加登録・
応札・容量確保契約書の締結 編）

容量市場メインオークション
募集要綱

容量市場追加オークション
募集要綱

• 追加オークションへ参加希望する電気供給事業者に対して求める条件や参加方法等を規定
2024年度向け：公表済
2025年度向け：今後公表予定

長期脱炭素電源オークション
募集要綱

• 長期脱炭素電源オークションへ参加希望する電気供給事業者に対して求める条件や参加方
法等を規定

長期脱炭素電源オークション
容量確保契約約款

• 長期脱炭素電源オークションにおける容量提供事業者に求められる要件、容量確保契約金
額その他の契約条件を規定

2024年度向け：公表済
2025年度向け：公表済
2026年度向け：今後公表予定

実需給期間中 リクワイアメント

対応(安定電源)(変動電源(単独))

(変動電源(アグリ)(発動指令電源)編

実需給期間中 ペナルティ・
容量確保契約金額対応編

容量拠出金対応編

2024年度向け：今後公表予定

• ペナルティ・容量確保契約金額、支払通知書・請求書の確認手続等について記載

• 容量拠出金（仮算定含む）、還元額、追加請求額の確認手続き等について記載

2023年度応札：公表済

2023年度応札：公表済

2024年度向け：公表済



4（参考）今回の意見募集対象文書（2/2）

関連文書等 概要 公表状況

容量市場
業務マニュアル

※1※2
容量
市場
関連
文書

追加オークションの参加登録編

追加オークションへの応札・
容量確保契約書の締結編

• 参加登録申請の手順、提出書類等について記載

• 追加オークションの応札情報の登録から、容量確保契約書の締結までについて記載
2024年度向け：公表済

• 長期脱炭素電源オークションの参加登録や応札等について記載、等
長期脱炭素電源オークション

関連の業務マニュアル類

公表済

容量市場
システム

マニュアル※3

• 容量市場システムのログイン方法や入力方法、画面等、操作方法等について記載

事業者情報・電源等情報登録
期待容量登録・応札・契約
電源等差替・実効性テスト

・容量停止計画編

その他は必要に応じ発行予定 必要に応じ公表予定

※1：初回策定や大きな変更時は意見募集を行います ※2：対象実需給年度毎に公表します ※3：対象実需給年度に依らず共通です

2023年度応札：公表済



5（参考）今回の追加オークションに反映される主な事項

第51回容量市場の在
り方等に関する検討会
資料より



6２．募集要綱・約款等の意見募集の結果と対応について
①意見の件数

◼ 今回実施した募集要綱と約款に係る意見募集において、計20件（6者）の意見をいただいた。

◼ 募集要綱に関して寄せられた意見12件（5者）のうち、調達オークションに係る意見が6件、共通事
項に係る意見が4件であった。

◼ 約款に関して寄せられた意見8件（3者）のうち、リクワイアメントに係る意見が6件であった。



7２．募集要綱・約款等の意見募集の結果と対応について
②具体的な内容

◼ 募集要綱に寄せられた意見の内容は、追加オークションの参加要件に係る質問、開催判断に係る要
望、実効性テストの実施時期に係る要望などであった。

◼ 約款に寄せられた意見の内容は、発動指令電源や実効性テストに係る要望、安定電源の容量停止
計画に係る質問などであった。

◼ 次ページ以降で、主な内容を紹介する。



8２．募集要綱・約款等の意見募集の結果と対応について
②具体的な意見内容（抄）（1／8）

項目 ご意見内容・回答案

調達オークション
（応札下限）

「※メインオークションにて落札した発動指令電源は、実効性テストにより期待容量の評価を行い、実
効性テスト後の期待容量からメインオークションの契約容量を差し引いた値が1,000キロワット以上の
場合は、その差し引き後となる当該1,000キロワット以上の値が調達オークションに応札可能です。」
と記載があるが、既にメインオークションにて1,000kW以上の下限を設けているなか追加オーク
ションでも同様の下限を設けるのは二重ハードルとなる。

回答案
オークションの応札容量については、これまでに国の審議会等で容量市場へ参加可能な電
源の範囲を広げる観点と運用コスト等を抑制する観点から検討を行い、1,000kW以
上の容量で参加としております。ご意見は今後の検討の参考とさせていただきます。

＜募集要綱・調達オークション（応札下限）に関する意見より＞



9２．募集要綱・約款等の意見募集の結果と対応について
②具体的な意見内容（抄）（2／8）

項目 ご意見内容・回答案

調達オークション
（実効性テス

ト）

調達オークションへ応札可能な電源等の容量は、メインオークション時に実需給年度における供給力
として確定していなかった未応札の容量とあります。
要望ですが、メインオークションより後の発動指令電源の電源等リスト登録時(2023年2月末)に実
需給年度(2025年度)における供給力として確定していなかった未応札の発動指令電源の容量も、
調達オークションに参加出来るようにして頂きたい。
そのためには、今まで調達オークション参加要件であった、事前の実効性テスト受験については、事
後受験可として頂きたい。

回答案

メインオークション時に実需給年度における供給力として確定していなかった未応札の発動
指令電源も、調達オークションに参加が可能です。
なお、メインオークション実施後に供給力の不足が発生した場合、追加オークションにより追加
調達が可能となりますが、追加オークション実施後の実効性テストとした場合は全体の供給力
が不足する虞があるため、発動指令電源は実需給年度の2年前に実施した実効性テストに
よって評価した期待容量を踏まえ追加オークションに参加が可能となります。

＜募集要綱・調達オークション（実効性テスト）に関する意見より＞



10２．募集要綱・約款等の意見募集の結果と対応について
②具体的な意見内容（抄）（3／8）

項目 ご意見内容・回答案

調達オークション
（発動指令電

源関連）

発動指令電源において、一定の供出蓋然性を示すことができる電源については、追加オークション
から新たに応札参加を認めて頂きたい。例えば、過去に一般送配電事業者からの指令に基づき供
出した実績、過去の実効性テストにおける供出実績など具体的なエビデンスを伴う地点で構成された
電源等。

回答案
追加オークションにおける発動指令電源の期待容量の蓋然性を確認する手段として、実需
給年度の2年前に実効性テストを実施することとしています。なお、追加オークションの前年
度に発動された電源Ⅰ’の実績にて実効性テストの代用とすることは可能です。

＜募集要綱・調達オークション（発動指令電源関連）に関する意見より＞



11２．募集要綱・約款等の意見募集の結果と対応について
②具体的な意見内容（抄）（4／8）

項目 ご意見内容・回答案

調達オークション
（参加要件）

容量市場について、追加（調達）オークションが確実に実施される仕組みを検討頂きたい。
弊社としては、容量市場（発動指令電源）参加において、メインオークションにおける需要家獲得見
込精度の高い応札および積極的な需要家提案（リソース開拓）により、DRリソースの市場参入拡
大を目指している。

回答案
容量市場では、将来に必要となる供給力をあらかじめ確保していく仕組みのため、実需給の
4年前に供給力を確保していく仕組みとしています。その制度主旨を踏まえつつ、実需給の1年
前の状況等を踏まえて追加オークションの判断を行うこととしています。

＜募集要綱・共通事項（開催判断）に関する意見より＞



12２．募集要綱・約款等の意見募集の結果と対応について
②具体的な意見内容（抄）（5／8）

項目 ご意見内容・回答案

約定処理
（発動指令電

源関連）

「発動指令電源は、H3需要の1%を上限に調達します（北海道エリアを除く）。なお、追加オーク
ションの開催判断前までに発動指令電源の市場退出があった場合は、市場退出した部分を発動指
令電源の調達上限に追加します。」とあるが、北海道エリアについては前項ア～ウを踏まえて、北海道
エリアにて発動指令電源の市場退出があり、かつ本オークションの当該エリアの調達上限内に収ま
る場合は、調達オークションでも選定対象になる、という理解で相違ないでしょうか。

回答案

対象実需給2025年度の調達オークションにおきましては、開催判断がなされた場合は、H3
需要の1%を上限に発動指令電源を調達（北海道エリアを除く※）していますが、開催判
断前までに発動指令電源の市場退出があった場合は、市場退出した部分を発動指令電
源の上限に追加して調達（全エリアを対象）します。
※北海道エリアは4%導入した場合、供給力が100%見込めず調整係数をかける必要が生じる算定結果となったため

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/072_
05_00.pdf

＜募集要綱・約定処理（発動指令電源関連）に関する意見より＞

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/seido_kento/pdf/072_05_00.pdf


13２．募集要綱・約款等の意見募集の結果と対応について
②具体的な意見内容（抄）（6／8）

項目 ご意見内容・回答案

リクワイアメント
（発動指令電

源関連）

発動指令電源のリクワイアメントでは、「当該発動指令の際には、相対契約に基づく小売電気事業
者等への供給や、卸電力取引所等への入札を通じて、適切に供給力を提供することとします。」と規
定されています。
発動指令に需要抑制で対応する場合は、対象需要家と電力需給契約を締結している小売電気事
業者とアグリゲーター間でネガワット調整金の契約を締結し、指令時の計画変更等に対応する必要
がありますが、一部の小売電気事業者については、「適正な電力取引についての指針」の中で「ネガ
ワット取引の公正かつ有効な実現に向けて積極的に協力することが期待される。」とあるにも関わらず、
ネガワット調整金等の協議に応じて貰えないケースが存在しています。
この場合、計画間不整合が発生するか、当該リクワイアメントが未達になるかのいずれかの対応になっ
てしまうと考えております。
こういったケースにおける対応方法について、容量確保契約約款等で明確化して頂きたい。

回答案
アグリゲートを行ってオークションへ参加される場合は、相対契約に基づく小売電気事象者等
への供給や、卸電力取引所等への入札方法等について、関係する事業者間で必要となる
準備、対応をしていただくものと考えます。

＜募集要綱・リクワイアメント（発動指令電源関連）に関する意見より＞



14２．募集要綱・約款等の意見募集の結果と対応について
②具体的な意見内容（抄）（7／8）

項目 ご意見内容・回答案

リクワイアメント
（発動指令電

源関連）

発動指令電源の発動に伴い、特定卸供給事業者（アグリゲーター）は実運用断面で「相対契約
に基づく小売電気事業者等への供給や、卸電力取引所等への入札を通じて、適切に供給力を提
供する」こと（所謂類型1-②※の取引）がリクワイアメントになっていると理解しているが、実効性テス
トの断面で弊社のDRリソース（需要地点）に接続供給している一部小売事業者から「類型1-②
に係る需給運用に対応できない」（既定の時間内に弊社への販売計画を計上して提出することが
できない）という回答であった。

回答案
アグリゲートを行ってオークションへ参加される場合は、相対契約に基づく小売電気事象者等
への供給や、卸電力取引所等への入札方法等について、関係する事業者間で必要となる
準備、対応をしていただくものと考えます。

＜約款・リクワイアメント（発動指令電源関連）に関する意見より＞

※類型1-②：ネガワット取引で、他の小売電気事業者の需要家によって生み出された需要抑制量を調達するもの



15２．募集要綱・約款等の意見募集の結果と対応について
②具体的な意見内容（抄）（8／8）

項目 ご意見内容・回答案

リクワイアメント
（容量停止計

画）

約款の第10条4項①にある「計画停止期間以外の停止期間」に、一般送配電事業者の出力制
御に伴う出力停止および出力低下は含まれるのでしょうか。
（その場合、供給力維持のリクワイアメントにおいて、計画外停止コマ相当数にカウントされることを
懸念したもの）

回答案

約款第10条4項①にある「計画停止期間以外の停止期間」に、一般送配電事業者の出
力制御に伴う出力停止および出力抑制は含まれます。

ただし、「供給力の維持」のリクワイアメントでは容量停止計画記載の期間がアセスメント対象
であり、ノンファームによる抑制等の設備故障を伴わない一般送配電事業者からの出力制御
に伴う出力停止および出力抑制は容量停止計画の提出対象ではないため、「計画外停止
コマ相当数」にカウントされることはありません。
なお、今回のご意見に関連するアセスメント条項である約款第18条の記述について、趣旨
（評価対象は計画外停止の期間のうち、容量停止計画の提出対象コマであること）を明確
化するため、下線部箇所を追記いたします。

・当該電源等の計画外停止コマ相当数※2 ＝（アセスメント対象容量 － 提供する供給
力の最大値）／ アセスメント対象容量
※2：計画外停止として扱う期間のうち、容量停止計画を提出しているコマをコマごとに評
価し、負値となる場合は零とします

＜約款・リクワイアメント（容量停止計画）に関する意見より＞



16

＜変更前＞ ＜変更後＞【約款】 【約款】

1. 容量提供事業者は、本機関に対し、発電計画、発電実績およ
び本機関が別途定める容量市場業務マニュアルのとおり、アセ
スメントに必要な情報を提供するものとします。
本機関は、電源等の区分に応じ、以下の各号に示すアセスメン
トを行います。
① 電源等の区分が安定電源の場合
(1) 供給力の維持
年間停止コマ相当数により、供給力を提供できる状態をどの程
度まで維持していたかを確認します
年間停止コマ相当数 ＝ 計画停止コマ相当数 ＋（計画外停止
コマ相当数 × 5 ）
・当該電源等の計画停止コマ相当数※1 ＝
（アセスメント対象容量 － 提供する供給力の最大値）／ ア
セスメント対象容量
※1:計画停止として扱う期間をコマごとに評価し、負値とな

る場合は零とします
・当該電源等の計画外停止コマ相当数※2 ＝
（アセスメント対象容量 － 提供する供給力の最大値）／ ア
セスメント対象容量
※2：計画外停止として扱う期間をコマごとに評価し、負値と

なる場合は零とします

【約款】 第３章 権利および義務 第18条 実需給期間中のアセスメント

２．募集要綱・約款等の意見募集の結果と対応について
約款の反映例（リクワイアメント（容量停止計画））

1. 容量提供事業者は、本機関に対し、発電計画、発電実績およ
び本機関が別途定める容量市場業務マニュアルのとおり、アセ
スメントに必要な情報を提供するものとします。
本機関は、電源等の区分に応じ、以下の各号に示すアセスメン
トを行います。
① 電源等の区分が安定電源の場合
(1) 供給力の維持
年間停止コマ相当数により、供給力を提供できる状態をどの程
度まで維持していたかを確認します
年間停止コマ相当数 ＝ 計画停止コマ相当数 ＋（計画外停止
コマ相当数 × 5 ）
・当該電源等の計画停止コマ相当数※1 ＝
（アセスメント対象容量 － 提供する供給力の最大値）／ ア
セスメント対象容量
※1:計画停止として扱う期間をコマごとに評価し、負値とな

る場合は零とします
・当該電源等の計画外停止コマ相当数※2 ＝
（アセスメント対象容量 － 提供する供給力の最大値）／ ア
セスメント対象容量
※2：計画外停止として扱う期間のうち、容量停止計画を提出

しているコマをコマごとに評価し、負値となる場合は零としま
す



17３．今後の予定について

◼ 募集要綱や約款については、今回の意見募集の結果を反映し、1月24日に公表を予定している。

◼ また、追加オークションの事業者向け説明会を1月30日より開催する。

➢ 事業者向け説明会の開催日程・・・2024年1月30日、2月1日を予定（1月18日より参加申込受付中）

◼ 参加登録や応札等の手続きについては、事業者情報および電源等情報の登録受付を2月9日より
開始し、参加登録を受付けていくこととしている。また、4月を目途とする開催判断によりオークション開
催となった場合は、応札期間を5月10日～22日で予定している。

◼ 追加オークションの手続き等の内容については、引き続き周知を行っていくため、広域機関HPにおいて
事業者向けの説明会資料やマニュアル等の提供を行っていく。
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◼ 今回の追加オークションの応札に向けた参加登録等は、以下日程を予定している。

（参考）対象実需給年度2025年度追加オークションのスケジュール予定

2024年度2023年度

6月 7月8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

③
参加登録

④
需要（供給）

曲線
・

実施判断

⑤
約定結果

・
契約書締結

容量確保契約書締結の手続 ▲
容量確保契約の結果公表

事業者情報の登録

②
関連文書

・
説明会

パブ
コメ

パブコメ
対応

▲業務マニュアル公表

期待容量の登録

【募集要綱】

【業務マニュアル】
（参加登録、応札・契約締結編）

▲容量市場追加オークション募集要綱公表

約定結果の公表▲

実施判断▲

⑥
その他

電源等情報の登録

8月 9月

実効性テスト(夏) 実効性テスト(冬)
ベースロード市場開催

1回目▲供給計画に基づく
需要想定更新

事業者向け説明会

期待容量等算定諸元一覧の
登録受付

需要(供給)曲線の公表▲

容量停止計画の調整

需要(供給)曲線作成要領案▲
需要(供給)曲線（イメージ案）

応札の受付

1月24日

1月29日

1月30日、2月1日

2月9日～2月16日
2月9日～3月8日

3月21～4月5日

4月24日頃

4月24日頃

5月10日～5月22日
5月23日～5月29日

6月末頃

7～8月頃
9月頃

▲容量確保契約の変更または解約の確認期限日
①容量システム上での市場退出表明 3月8日
②市場退出表明書の提出 3月29日



19

◼ 目標調達量および確保されている供給力について、現時点におけるメインオークション時からの項目ご
との増減影響イメージを集計している。

◼ 過去実績等を参考に設定しており、開催判断時に最新実績等を反映する。

（参考）目標調達量と確保している供給力について

17,000 18,000 19,000 20,000

目
標
調
達
量

確
保
さ
れ
て
い
る
供
給
力

17,699

912

18,611

17,871

+α△α

（メインオークション時）

目標調達量

（追加オークション開催判断時）

目標調達量

増減分 ※１：H3需要増減（2021供計と2023
供計の差分）およびEUE見直し反映

（メインオークション直後）

確保している供給力

※３：メインオークション契約容量＋FIT電源等の期待容量
（石炭混焼バイオマスの供給力を除く）

※４：0～+200万kW（2024年度追加オークション実績＋200万kW）
開催判断時に最新実績で反映予定

※５： 120万kW（2027年度メインオークション実績＋）
控除量は国の審議会で整理

※６：△100～△200万kW（2024年度追加オークション実績△204万kW）
開催判断時に最新実績を反映予定

※７：※4,5,6の最新値集計に伴い変動

※８：2025年度メインオークション実績553万kW
2026年度メインオークション実績632万kW

FIT電源等の
期待容量増減

市場外供給力

市場退出容量

（約定処理時事後的反映）
石炭混焼バイオマスの供給力

供給力（万kW）

追加オークション
調達量

※３

※４

※５

※６

※７

※１

※２：2024年度供計等最新の諸元
の反映により変動※2

※８

+α△α【混焼石炭バイオマス含む】
確保している供給力

参
考
情
報

（追加オークション開催判断時）

確保している供給力

追
加
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
開
催
判
断



20（参考）市場退出の手続き方法等の案内について

◼ 第51回の本検討会において整理を行った市場退出の手続き方法（「容量確保契約の変更または解
約」の確認期限日）については、事業者へ直接通知するとともに、広域機関HPで公表している。

【広域機関HPによる公表例】

URL:https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2023/240109_shijoutaishutsu_annai.html

2024年１月9日掲載
本機関お知らせページ
より

https://www.occto.or.jp/market-board/market/oshirase/2023/240109_shijoutaishutsu_annai.html


21（参考）市場退出の手続き方法等について（第51回 本検討会資料より）

第51回容量市場の
在り方等に関する検
討会資料より


